Ⅲ－５．市の人権施策に関する市民意識
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＜全体的な傾向＞

箕面市が重点的に取組むべき課題についてたずねたところ、「高齢者への人権侵害」が35.8%、「障害者市民への人権侵害」が32.4%、「子どもの人権問題」が30.0%であり、上位３項目となっている。（図表Ⅲ－５－１）
続いて、「インターネットなどでの誹謗中傷などの人権侵害」が22.1%、「プライバシーをめぐる人権問題」が18.1%、「部落に対する人権侵害」が12.7%、「女性への人権侵害」が11.6%となっている。「外国人への人権侵害」「パワー・ハラスメント等、職場での人権侵害」「HIV感染者等への人権侵害」「ホームレスの人権侵害」の順となっている。（図表Ⅲ－５－１）
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図表Ⅲ－５－１

[image: image52.bmp]
＜男女別・年代別＞

箕面市が重点的に取組むべき課題について、男女差はほとんどないが、「部落に対する人権侵害」「障害者市民への人権侵害」については、男性の方が選択した割合がやや多い。一方で、女性は、「高齢者への人権侵害」「子どもへの人権侵害」を選択した割合がやや多い。（図表Ⅲ－５－２）
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図表Ⅲ－５－２
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法的な規制

被害者支援


＜全体的な傾向＞

「権利についての市民対象の啓発」「権利や義務についての企業対象の啓発」について、いずれも「わからない」50％を超えているが、それぞれに「適度だと思う」が27.5％、19.2％となっている。（図表Ⅲ－５－３）
学校や幼稚園・保育所で取組まれている「人権感覚や人権意識を育てる教育」「男らしさや女らしさにとらわれない教育」については、「わからない」が50％弱となっているが、「適度だと思う」がそれぞれ28.3％、30.1％となっている。「性に関する正しい知識を身につけるための性教育」については、「わからない」が50％を超えている。「適度だと思う」が20.6％となっている。（図表Ⅲ－５－３）
「人権相談への適切な対応」「人権侵害に対する法的な規制や被害者への支援」については、「わからない」が60％前後となっている。「人権相談への適切な対応」については、「適切だと思う」が20.0％であるが、「人権侵害に対する法的な規制や被害者への支援」については、15.8％である。（図表Ⅲ－５－３）
人権についての仕組みに関する取組みについては、「市に対し、市民が発言しやすい仕組みの整備」「市民のプライバシーを守るための仕組みの整備」「人権に関する市民グループやNPO団体などの活動を促進するための支援」を評価してもらったが、いずれも「わからない」が60％前後となっている。（図表Ⅲ－５－３）
「市に対し、市民が発言しやすい仕組みの整備」では、「適度だと思う」が16.6%、「不十分だと思う」が16.3％とほぼ同じ割合となっている。（図表Ⅲ－５－３）
　「市民のプライバシーを守るための仕組みの整備」「人権に関する市民グループやNPO団体などの活動を促進するための支援」については、「適度だと思う」がそれぞれ19.1％、18.1%、「不十分だと思う」が14.4％、11.0％となっている。（図表Ⅲ－５－３）
「市職員に対する人権研修」「人権尊重の視点にもとづく市政の推進」については、「わからない」が60％前後となっているが、「適度だと思う」がそれぞれ15.8％、20.6％となっている。「市職員に対する人権研修」について「不十分だと思う」は、12.4％で、「適度だと思う」と「不十分だと思う」の差が3.4ポイントと僅差となっている。（図表Ⅲ－５－３）
図表Ⅲ－５－３
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＜平成１５年度調査との比較＞

「権利についての市民対象の啓発」「権利や義務についての企業対象の啓発」のいずれについても「適度だと思う」と「不十分だと思う」の割合が3ポイント前後減っている。（図表Ⅲ－５－４、５）
図表Ⅲ－５－４　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図表Ⅲ－５－５

権利についての市民対象の啓発　　　　　　　　　権利や義務についての企業対象の啓発
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[image: image50.bmp]
「学校や幼稚園・保育所での人権感覚や人権意識を育てる教育」では、「適度だと思う」が2ポイント減っているが、「不十分だと思う」も4.4ポイント減少している。（図表Ⅲ－５－６）
「男らしさや女らしさにとらわれない教育」では、「適度だと思う」が1.9ポイント増え、「不十分だと思う」が6.8ポイント減っている。（図表Ⅲ－５－７）
「性に関する正しい知識を身につけるための性教育」については、「適度だと思う」が2.2ポイント減っており、「不十分だと思う」も11.6ポイント減少している。（図表Ⅲ－５－８）
図表Ⅲ－５－６
学校や幼稚園・保育所での　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図表Ⅲ－５－７

人権感覚や人権意識を育てる教育　　　　　　　　　　男らしさや女らしさにとらわれない教育
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図表Ⅲ－５－８

性に関する正しい知識を身につけるための性教育
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「人権相談への適切な対応」については、「適度だと思う」についてはほぼ変わらないが、「不十分だと思う」が4.6ポイント減っている。（図表Ⅲ－５－９）
「人権侵害に対する法的な規制や被害者への支援」については、平成15年度調査では、「法的規制」と「被害者支援」に項目が分かれていたが、いずれも「適度だと思う」については変化はないが、「不十分だと思う」が減っている。（図表Ⅲ－５－１０）
図表Ⅲ－５－９　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図表Ⅲ－５－１０

人権相談への適切な対応　　　　　　　　　人権侵害に対する法的な規制や被害者への支援
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「市に対し、市民が発言しやすい仕組みの整備」については、評価に変化がない。（図表Ⅲ－５－１１７）
「市民のプライバシーを守るための仕組みの整備」については、「不十分だと思う」が7.7ポイント減っているが、「適度だと思う」については1.9ポイント増えている。（図表Ⅲ－５－１２）
図表Ⅲ－５－１１　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図表Ⅲ－５－１２

人権について市に対し、市民が発言しやすいしくみの整備　　市民のプライバシーを守るための仕組みの整備
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「人権に関する市民グループやＮＰＯ団体などの活動を促進するための支援」については、「適度だと思う」「不十分だと思う」ともに変化はない。（図表Ⅲ－５－１３）
図表Ⅲ－５－１３

　人権に関する市民グループやNPO団体などの活動を促進するための支援
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「市職員に対する人権研修」「人権尊重の視点にもとづく市政の推進」については、「適度だと思う」「不十分だと思う」のいずれも変化がない。（図表Ⅲ－５－１４、１５）
図表Ⅲ－５－１４　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図表Ⅲ－５－１５

市職員に対する人権研修　　　　　　　　　　　　人権尊重の視点にもとづく市政の推進
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＜男女別・年代別＞

「権利についての市民対象の啓発」については、「適度だと思う」が女性26.7％、男性28.6％であるが、「不十分だと思う」は女性6.0％、男性11.3％である。「わからない」は女性55.3％、男性50.3％である。（図表Ⅲ－５－９）
年代別にみると、「適度だと思う」については、50歳代女性、70歳以上男性で30％を超えている。（図表Ⅲ－５－１６）
図表Ⅲ－５－１６
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図表Ⅲ－５－１７
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「権利や義務についての企業対象の啓発」については、就業していても関連の深い部署にいないと分りにくい評価項目であるため、女性では「わからない」が62.3％、男性でも57.6％となっている。「適切だと思う」は、女性が17.4％、男性が21.1％である。（図表Ⅲ－５－１８）
年代別では、女性の20歳代と50歳代で「適度だと思う」がやや多く、20歳代女性は「不十分だと思う」も多い。男性の30歳代と50歳代は「適度だと思う」「不十分だと思う」の割合の差が少なくなっている。（図表Ⅲ－５－１９）
図表Ⅲ－５－１８
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図表Ⅲ－５－１９
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学校や幼稚園・保育所での「人権感覚や人権意識を育てる教育」「男らしさや女らしさにとらわれない教育」「性に関する正しい知識を身につけるための性教育」では、男性より女性の方が「適度だと思う」の割合が多く、男性の方が「不十分だと思う」の割合が多い。（図表Ⅲ－５－２０、２２、２４）
年代別では、当該教育を受けている、あるいは受けたばかりの10歳代では、男女ともに３つの項目について「適度だと思う」が50％以上となっている。親世代となる30～40歳代の女性も「適度だと思う」の割合が他の年代より多いが、「性に関する正しい知識を身につけるための性教育」については、他の２項目に比べてその割合が少ない。男性では、40歳代のほか、60歳代、70歳以上も「適度だと思う」とする割合が多い。（図表Ⅲ－５－２１、２３、２５）

図表Ⅲ－５－２０
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「学校や幼稚園・保育所での人権感覚や人権意識を育てる教育」


図表Ⅲ－５－２１
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図表Ⅲ－５－２２
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「学校や幼稚園・保育所での

　　　　　　　　　男らしさや女らしさにとらわれない教育」


図表Ⅲ－５－２３
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図表Ⅲ－５－２４
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「学校や幼稚園・保育所での性に関する

　　　　　　　　　正しい知識を身につけるための性教育」


図表Ⅲ－５－２５
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「人権相談への適切な対応」「人権侵害に対する法的な規制や被害者への支援」については、女性の方が「わからない」とする割合が多く、男性の方が「適度だと思う」「不十分だと思う」のいずれの割合も多い。男性は、それぞれ22.3％、19.2％「適度だと思う」としているが、「不十分だと思う」もそれぞれ11.1％、13.2％となっている。（図表Ⅲ－５－２６、２８）
年代別では、70歳代の男性は、「人権相談への適切な対応」について31.5%が、「人権侵害に対する法的な規制や被害者への支援」について26.0％が「適切だと思う」としている。（図表Ⅲ－５－２７、２９）

図表Ⅲ－５－２６
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「人権相談への適切な対応」


図表Ⅲ－５－２７
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図表Ⅲ－５－２８
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  やりすぎだと思う   適度だと思う     不十分だと思う

  わからない   無回答

「人権侵害に対する法的な規制や被害者への支援」


図表Ⅲ－５－２９
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「人権について市に対し、市民が発言しやすいしくみの整備」については、男性より女性の方が「わからない」とする割合が多い。「適度だと思う」は、女性が14.7％、男性が19.0％、「不十分だと思う」は、女性が15.9％、男性が17.3％となっている。（図表Ⅲ－５－３０）
年代別にみると、男性についてはいずれの年代も「適度だと思う」が20％前後となっているが、女性では、10歳代、50歳代で男性と同じぐらいの割合となっているが、その他の年代ではややその割合が少ない。（図表Ⅲ－５－３１）
図表Ⅲ－５－３０
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「人権について市に対し、市民が発言しやすいしくみの整備」


図表Ⅲ－５－３１
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「人権に関する市民グループやNPO団体などの活動を促進するための支援」については、男性より女性の方が「わからない」とする割合が多い。「適度だと思う」は女性が15.7％、男性が20.9％で、「不十分だと思う」は女性が9.8％、男性が12.7％である。（図表Ⅲ－５－３２）
年代別にみると、女性の20～40歳代で「わからない」の割合が70％を超えている。「適度だと思う」が20％を超えている年代は、10歳代男女、40歳代男性、50歳代女性、60歳以上の男性となっている。（図表Ⅲ－５－３３）
図表Ⅲ－５－３２
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「人権に関する市民グループやＮＰＯ団体などの活動を

推進するための支援」


図表Ⅲ－５－３３
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「市民のプライバシーを守るための仕組みの整備」については、「適度だと思う」は、女性が17.7％、男性が20.7％、「不十分だと思う」は女性が12.5％、男性が16.5％である。（図表Ⅲ－５－３４）
年代別では、男女ともに10歳代、50～60歳代、男性の70歳以上で「適切だと思う」の割合がやや多い。（図表Ⅲ－５－３５）
図表Ⅲ－５－３４
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「市民のプライバシーを守るためのしくみの整備」


図表Ⅲ－５－３５
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「市職員に対する人権研修」「人権尊重の視点にもとづく市政の推進」については、男性より女性の方が「わからない」とする割合が多い。（図表Ⅲ－５－３６、３８）

「市職員に対する人権研修」について、「適度だと思う」は女性が13.4％、男性が18.8％、「不十分だと思う」は女性10.9％、男性が14.0％となっている。（図表Ⅲ－５－３６）
「人権尊重の視点にもとづく市政の推進」について、「適度だと思う」は女性が18.2％、男性が23.4％、「不十分だと思う」は女性10.9％、男性が11.9％となっている。。（図表Ⅲ－５－３８）
年齢別にみると、「市職員に対する人権研修」「人権尊重の視点にもとづく市政の推進」いずれの項目も、10歳代の男女と70歳代男性で、「適度だと思う」が他の年代に比べて多くなっている。（図表Ⅲ－５－３７、３９）
図表Ⅲ－５－３６
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図表Ⅲ－５－３７
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図表Ⅲ－５－３８
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図表Ⅲ－５－３９
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＜当事者に近い層＞

箕面市の人権に関わる取組みについて、当事者に近い層の評価をみてみる。

「学校や幼稚園・保育所」での「人権感覚や人権意識を育てる教育」「男らしさや女らしさにとらわれない教育」「性に関する正しい知識を身につけるための性教育」について、「未成年の子どもと同居」している回答者では、それぞれについて、38.0％、41.3％、30.3％が「適度だと思う」としている。「やりすぎだと思う」は数％程度ある。一方で、「不十分だと思う」がそれぞれについて、19.0％、11.0％、14,3％となっている。（図表Ⅲ－５－４０）
図表Ⅲ－５－４０　　「未成年の子どもと同居」している人の学校等での人権教育の評価
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「人権に関する市民グループ等の活動を促進するための支援」については、地域活動への参加度が高い「週１回以上」「月２～３回」の層で、「不十分だと思う」が20％を超えている。「適切だと思う」については、「月２～３回」「年数回」の層で、25％前後となっている。（図表Ⅲ－５－４１）
図表Ⅲ－５－４１

地域活動参加度別「人権に関する市民グループ等の活動を促進するための支援」への評価
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＜全体的な傾向＞

箕面市における人権尊重のまちづくりに関する条例等のうち、「箕面市人権宣言」については51.0％が見聞きしたとしているが、「箕面市まちづくり理念条例」で16.3％、「箕面市市民参加条例」「箕面市人権のまち条例」「箕面市人権教育基本方針」で10％強、「箕面市人権のまち推進基本方針」は5.9％である。（図表Ⅲ－５－４２）
平成15年度調査と比較すると、「箕面市人権宣言」については認知度が7.6ポイント上っているが、「箕面市まちづくり理念条例」「箕面市人権のまち条例」については、それぞれ7.5ポイント、10.3ポイント下がっている。（図表Ⅲ－５－４３）
図表Ⅲ－５－４２
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図表Ⅲ－５－４３
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＜男女別・年代別＞

「箕面市人権宣言」については、女性の30～60歳代、男性の10歳代、40歳代、60歳以上で認知度が50％を超えている。（図表Ⅲ－５－４４）
「箕面市まちづくり理念条例」は、女性の20～40歳代と70歳以上、男性の10～30歳代と60歳以上で認知度が高く、20％前後となっている。（図表Ⅲ－５－４４）
「箕面市市民参加条例」は、60歳代以上の女性と70歳以上の男性で20％前後となっており、40～50歳代女性、20歳代、60歳代男性の認知度が他と比較してやや高く、10％を超えている。（図表Ⅲ－５－４４）
「箕面市人権のまち条例」については、20歳代男女、40～50歳代女性、60歳以上の男女で10％を超えている。（図表Ⅲ－５－４４）
「箕面市人権のまち推進基本方針」は、60歳代以上の男性の認知度が他と比較してやや高く、10％以上となっている。（図表Ⅲ－５－４４）
「箕面市人権教育基本方針」は、50歳以上の女性と10～20歳代、60歳以上の男性の認知度が他と比較してやや高く、10％以上となっている。（図表Ⅲ－５－４４）
図表Ⅲ－５－４４
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＜全体的な傾向＞

市民一人ひとりの人権が尊重されたまちづくりを進めるために、回答者自身ができることとして、「相手の立場から物事を考えてみるようにする」が56.7％、「うわさに惑わされず、冷静に状況を把握するように気をつける」が52.1％と半数を超えている。「一人ひとりの個性を大切にする」39.8％、「安易に人を非難しないよう言動に注意する」37.6％と、各個人の心構えを見直すことが上位となっている。（図表Ⅲ－５－４５）
人権の事業として取組んでいる「自分の意思を伝え、相手の意思も尊重するコミュニケーション力を身につける」が25.3％、「人権に関する学習会や講演会に参加する」が14.3％である。（図表Ⅲ－５－４５）
図表Ⅲ－５－４５
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＜男女別・年代別＞

「相手の立場から物事を考えてみるようにする」「うわさに惑わされず、冷静に状況を把握するように気をつける」については、特に40歳代の女性でいずれの項目も60％を超えており、20歳代、40歳代男性も60％弱となっている。（図表Ⅲ－５－４６）
10歳代では、「一人ひとりの個性を大切にする」が他の年代より多く、男性は61.9％となっている。（図表Ⅲ－５－４７）
「自分の意思を伝え、相手の意思も尊重するコミュニケーション力を身につける」については、男女ともに10～20歳代が、他の年代より多く選択している。「人権に関する学習会や講演会に参加する」は、女性の50～60歳代、男性の40～50歳代、70歳以上が、他の年代より多く選択している。（図表Ⅲ－５－４８）

図表Ⅲ－５－４６
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図表Ⅲ－５－４７
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図表Ⅲ－５－４８
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＜地域活動参加度別＞

　人権のまちづくりのために自分ができることとして、地域活動への参加度が高い人が「学習会、講演会に参加する」でも他の層に比べて多く選択している。（図表Ⅲ－５－４９）
図表Ⅲ－５－４９
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安易な非難をしないよう言動に注意する

　週１回以上

N=34

　月２～３回

N=88

　年数回

N=202

　ほとんどない

N=383

　まったくない

N=428

(%)

ｚ

ｚ


無回答





無回答





不十分だと思う





やりすぎだと思う





不十分だと思う





適度だと思う





やりすぎだと思う





わからない





無回答





わからない





適度だと思う





無回答





不十分だと思う





適度だと思う





やりすぎだと思う





わからない





１）箕面市が重点的に取組むべき課題（問２８）








２）箕面市の人権の取組みの現状についての評価（問２９）








３）人権尊重のまちづくりに関する認知状況（問３０）








４）人権尊重のまちづくりのためにできること（問３１）








不十分だと思う





適度だと思う





やりすぎだと思う





わからない





無回答





不十分だと思う





適度だと思う





やりすぎだと思う





わからない





無回答





不十分だと思う





適度だと思う





やりすぎだと思う





わからない





（MA）





（MA）





（MA）





（MA）





（MA）





（MA）
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